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土地利用における視点について 

 

 

１ 土地利用における視点の目的 

平成２７年度に「府中基地跡地留保地活用基本方針（以下、「基本方針」という）」、

平成２８年度に「府中基地跡地留保地利用計画素案（以下、「利用計画素案」とい

う）」を策定した。今年度の検討においては、基本方針及び利用計画素案をより具

体化していくことで、土地利用の検討を進める。 

「土地利用における視点」については、検討の前提として、土地利用の検討に

あたって持つべき視点として設定する。土地利用における視点については、活用

基本方針に定める基本理念に基づき、優位性及び課題の整理結果を踏まえて設定

する。今後は、その視点を踏まえ、土地利用の目標と方針を検討していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 過年度の取組と本年度検討との関係 

 

 

  

「府中基地跡地活用基本方針 

（平成 28 年 2 月）」 

・留保地の課題 

 

「府中基地跡地利用計画素案 

（平成 29 年 2 月）」 

 

・導入機能の条件整理 

具体化 

反映 

平成 30 年度検討へ 

土地利用における視点 

優位性と課題の把握 

土地利用の導入機能 

土地利用の具体化 

土地利用目標・方針 

ゾーニング条件 

ゾーニングシミュレーション 

平成 29年度検討 
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２ 土地利用における視点の設定 

本市及び留保地の優位性を把握するとともに、市が抱える課題から、留保地活

用により解決が期待される市の効果を５つに分類した。それらの効果を得ること

を目的とし、留保地活用を検討する上で持つべき視点として、留保地の「土地利

における視点」を検討する。なお、下の表においてはその例を示す。 

また、留保地の活用については、周辺の環境との調和、土壌汚染対策、幹線道

路とのアクセスなどの事項に留意する必要がある。それらの事項について、「留保

地活用に関する留意点」としてまとめ、留保地を活用する際の留意点として捉え

るとともに、財政負担を最小限に抑えた活用を検討するものとして位置づける。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

魅力の創出

多種多様なニーズへの対応

経済力の向上

少子高齢化の対策

市民交流の促進

地域の活力創出

多様な交流の促進

留保地の活用により
期待される市の効果 留保地の土地利用における視点

留保地活用に関する留意点

基本方針における基本理念： 将来を見据え、市民にとって最適な留保地の活用を目指す

市の優位性

(1)地理的優位性（多様な都市機能の集積、交通利便性等）

(2)施設的優位性（歴史文化資源、公共公益機能の集積等）

(3)社会的優位性（短中期の人口増加、学生人口の存在等）

留保地の優位性

• 都内の都市部における、大規模な敷地

• 周辺に文化施設や公園が多数立地 等

市の課題
(1)行政運営上の課題（社会保障関係経費の増加等）
(2)地理的課題（都市間競争の進展、地価の下落等）
(3)施設的課題（公共施設老朽化、空き店舗増加等）
(4)社会的課題（長期的には人口減少、高齢化等）

留保地の課題

(1)地理的課題（環境形成の誘導、土壌汚染への対策等）

(2)施設的課題（主要なアクセス路確保、上下水道等）

具
体
化

例


